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	【使用方法等】
	本品は、ディスポーザブル製品であるので、1回限りの使用のみで再使用はできない。
	＜初回貼付＞
	1. 創部及び創部周辺を生理食塩液等で洗浄し、軟膏やクリーム　　及び他のオイル状物質を前もって除去する。必要に応じて、　　壊死組織も除去する。創部周辺の皮膚も注意深く乾かす。
	2. 創の大きさにあわせて、適当なサイズの本品を選び、創部を　　完全に覆う。また、深さのある創にロープタイプを使用する　　場合は、創部の深さの2/3まで充填する。もし、創面が乾いて　　いたら、あらかじめ生理食塩液で創部を湿らせてから貼付す　　る。
	3. 本品を二次ドレッシングで覆い、固定する。二次ドレッシン　　グは、創部の乾燥が考えられる場合、閉塞性ドレッシングを　　併用すると効果的である。
	＜除去＞
	本品を覆っている二次ドレッシングを除去し、本品が滲出液を吸収して生じたゲルは生理食塩液で洗い流す。ゲル化せずに残っている本品はピンセット等で除去する。
	＜２回目以降の貼付＞
	創が臨床的に上皮化していないか、本品の処置を中止する理由が無ければ、再び本品を、初回貼付時と同様の手順で貼付する。
	＜交換の目安＞
	1. 創部の状態から創感染に注意を払う必要がある場合、毎日交換する。
	2. 創感染の疑いがない場合、二次ドレッシングに滲出液の広がりが観察された時点で、交換する。
	3. 創部が改善するに連れて適宜交換する。
	＜総使用期間＞
	本品の総使用期間は30日以内とし、30日を越える長期使用は避けること。
	＜使用方法に関連する使用上の注意＞
	1. 創にロープタイプを充填する場合には、端を創口から2cm程度出しておくこと。
	2. 創治療の目的で当該製品の使用が不要となった場合には、製品が適用部位から確実に除去されていることを確認すること。
	【使用上の注意】
	本品の使用に伴い、以下の有害事象が発生する場合がある。
	一般的な創傷被覆・保護材の使用における有害事象

